
技術・環境経営ものづくり支援Gr.

１．技術支援活動
１）大学・高専や公的機関との関係を活用した産学連携を推進中。
２）他の活動組織(受託事業)と連携した企業課題探索を進めている。

（公財）北九州観光コンベンション協会主催の展示会でのビジネスマッチング（BM）や
北九州地域産業人材育成フォーラムが実施する「地域連携型インターンシップ」に参加し、
企業コンタクトの機会を得て、企業の新たな課題等の発掘を進め、支援グループ内に対応
チームをつくり展開中である。
＊１例として、ロボット活用促進の事業化の可能性調査であるフィジビリティ・スタディ
（FS）に取組んでいる。

３）よろず相談
商工会議所等の依頼、他活動組織の要請、KTS会員からの要請など幅広いネットワークから

寄せられる相談に対応中である。
基本的に低コストで対応し負荷等でコストオーバとなる場合はお客様と調整し、成果に

つなげるパイプ役として展開中である。
心構えとして、お客様の本意や要望に沿うように提案・対応を行っている。

２．対外的な活動人材の育成とスキル情報の整備
１）KTS会員の技術力の把握や情報交換会で新規入会者のキャリア把握と活躍の場の確保に

努めている。
２）事業開拓できる人材を新規入会者に勧誘すると共に、既存入会者に当活動への参加（BM・

インターンシップなど）を呼び掛けている。

３．国や地方団体の補助金等を活用した技術力向上への支援
各種補助金を活用して企業の経営力向上を支援している。

４．公的機関からの受託事業開拓
委託公的機関に新規提案を行い、新事業開拓を目指し活動中である。

５．環境・省エネをテーマにした取組
１）対外的なKTS人材の環境・省エネに関する技術スキル等の情報整備とそのPR

・KTS会員の技術情報データを活用し、会員の環境技術に関する活動支援を進めている。
２）補助金等を活用した地場中小企業への技術力向上への支援

・省エネ補助金等の情報収集と活用先を開拓中である。
３）公的機関からの受託事業とその開拓

・省エネルギーセンター/環境創造イニシアチブ（SII：省エネクイック診断への対応）や
北九州市から依頼の業務（調査員・審査員等）に対応すると共に新たなニーズを掘起し
進めている。

６. 販売や助成事業活用の支援活動
１） (一社)日本シニア起業支援機構など外部団体と協力し、地場企業への技術紹介などを

促進中である。
２）技術的な調査・分析・研究・実践を行い、他団体と協働し官民の助成事業応募を支援している。
３）竹粉活用促進等、環境整備に資する活動の促進に寄与している。


